
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会における

　国際放送センター及びメインプレスセンターの配置計画について

１ これまでの経緯 

＜立候補ファイル（平成２５年１月）＞ 

○  国際放送センター（ＩＢＣ）として、東京ビッグサイトの東展示棟４～６ホール及び西展示棟１～４ホールを使用  

○ メインプレスセンター（ＭＰＣ）に使用するため、拡張棟を増築（整備費１４４億円。２０２０年大会終了後は、展示場として活用） 

○  ＩＢＣ／ＭＰＣ共用エリアとして、会議棟を使用 

○  競技会場（レスリング、フェンシング、テコンドー）として、東展示棟１～３ホールを使用 

 

＜平成２６年１１月オリンピック・パラリンピック推進対策特別委員会報告＞ 

○ 会場計画の再検討結果として、建築物価の上昇、工事中のセキュリティ経費などを考慮し、拡張棟の整備費の見込額を、 

    １４４億円 から２２８億円に変更 

 

＜平成２７年６月オリンピック・パラリンピック推進対策特別委員会報告＞ 

○ ＩＢＣのスペースが狭隘なことから、競技会場（レスリング、フェンシング、テコンドー）を幕張メッセに変更 

２ 配置計画の変更 
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○  ＩＢＣとして、東展示棟１～６ホール及び東新展示棟を使用  

○  ＭＰＣとして、会議棟及び西展示棟１～４ホールを使用 

○  拡張棟については、ＩＢＣ／ＭＰＣとして使用しないが、本来の展示施設として整備。 

  これに伴い、拡張棟の整備費は、２０２０年大会の施設整備費（恒設分）から除外される。  
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拡張棟はＭＰＣ使用範囲から除外 
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施設整備費（恒設分）の見込み（平成27年11月現在） 
（単位：億円） 

変更前 変更後
　　オリンピックアクアティクスセンター 683 683
　　海の森水上競技場 491 491
　　有明アリーナ 404 404
　　カヌー・スラローム会場 73 73
　　大井ホッケー競技場 48 48
　　アーチェリー会場（夢の島公園） 24 24
　　武蔵野の森総合スポーツ施設 351 351
　　有明テニスの森 144 144
　　ＩＢＣ／ＭＰＣ（東京ビッグサイト） 228 ―
　　その他（代々木歩道橋改修） 23 23

計 2,469 2,241
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